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秋田県におけるムンプス •MMR ワクチン接種後

の無菌性髄膜炎など副反応例について

部 佐藤

I はじめに

MMRワクチンは平成元年度より麻疹ワクチンに代っ

て一般乳幼児に接杯されるようになった．しかしその副

反応と考えられる無菌竹髄膜炎症例か仝1』的に多数幸尉与

されるようになり咋1会的な問頴になった．秋田兒にお

いても 10例の発生報化かあったのて，そのウイルス学＇

的検索の概要について報応する．

ll 材料と方法

平成元f|.4)-Jから平成 211'6月まての間に， ムンプス

ili独ワクチンまたは MMRワクチン接種後に餌歯袢閲

股炎などの副反応を早した出者 l0名を対象にウイルス

分離を行った．すなわち， Vero佃胞を用い， 37℃回転

培捉法で行った，検体は，咽頭拭牧につし＼ては 3000rpm 

20分迪心後 1汎りを，災使は， 15000rpm 15分辿心後 1・｛責

を，尿，髄液はそのまま，それそれ 0.2mlすつ接柾し， 9 ．腿

型的なンン‘ンチュームの形成をもって分離陽性とした．

同出はデンカ牛研社の抗ムンプスウイルス血泊を川い 111

和試験により竹肛った．

ill 結果及び考察

分離成粕を表1に7J、した．すなわち，叫叫恥夜 3' 焚

便 3,1伽夜9'尿 lの合rill6検体中，ムンプスウイ 1レス

:;l;i:1 検体別ムンプスウィルス分離状況

検 体 名

咽頭拭液 去社； 便髄液 尿

数i！ 被検 3 3, ， 
分離開性

(33.3l ) i ゜(33 33 ) | 
I 

数（％） (0.0) (100) 
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(MV)分離陽性は，咽頭拭液 1、髄液 3, 尿 1の合計 5

険（本 5/ 16 (31.3%)であった．また患者 10名につし＼て

主な臨床症状，臨床検査所見， ワクチン

ウイルスの由米については，表 21こ示した．男女此てみ

ると 8: 2て，男子のプ」か多い発生であり，安田ふらの報

岩と同様の傾向を示した．平均＇年令は，町例 Eを除く

と，1.8オであり，この年令は，ワクチン接種年令に一致

する，也者の発生地域は，県北4例，中央 2例、県南 1

例で， ほほ県 1‘―全域に忍められた．ワクチン接種後副反

応 1,1祝までの削間（吊伏朋）は，平均 18lJてあり主たる

症状は，発熟（100督），唱叶 (80%), 頭硝 (60%), 項

郎硬伯 (30%)てあった．ワクチンの秤類は， MMRワ

クチン 5例， ムンフスワクチン 5例てあった．臨床検臼

叫見ては，冗常値を示す例は，細胞数 (89%)次いで紺

白 (22%.) ・1也(11%)01111貝てあった．また圧例 E (14オ

男子）は，左睾丸のIl車）lk, I_し間をともなう急性睾丸炎を

示し， 木位例の尿及ひ咽叫拭液からムンフスウイルスか

分離された．この分離株かワクチン由米か否かにつし＼て

は現存予frJIに検査依頼中てあるか，他の 3株のうち庄例
Fの分雌株はl¥1MRワクチン1こ，圧例 Iの分雌株はムン

プスワクチン（こそれそれ山束する可能収J：か高いど判定さ

ね仁． しかし症例 Dの分離株は接柾に用し｀＼たワクチン

！こよるとは考え難＼＼との判＇｝、してあった．

MMRワクチンは， l口の庁射によって M （麻疹）， M

（おたふくかせ！， R(風疹）の 3つの炭刈に対する予防接

柾かてぎるメリノトかある反直副反応心とか閂拉と

なって I,¥忍．当初＼1]¥．IRワクチン接柾後に発[Lする熊

歯日髄！I崖炎は 10)]人に 1人の判合とし＼われて＼ ＼たか，

最五は，紋了人1こl人と，J，、)、1]i」より多し＼ことか判町し

た''・ -方，ムンプスウイルスの自然感染の場合は，通常

7 ~10人に l人の割合て血l笙甘It髄IJ庭炎か発牛するとい

わ机， ワクチン桜種後に発牛する髄膜炎に此校すると、

100｛喜以 Iの信」い発止午てある．公己 秋田県におし＼て

叫円さオし；ビ l()例ふ比卓文的軽庁て後追虻もほとんと詔、

められ汀かった．しかしより副反応の少なし＼安全なワク
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表2 ムンプス •MMRワクチンにともなう無菌性髄膜炎等の副反応発症例

症例•• 
年採月取日 眉年令 悶 鷹竹 症 状 髄液の検査所見 ワクチン別 ウイルス分離成績Lot No. 

平成元年 発熱，嘔吐，頭痛
細蛋胞糖数白

488 7270畷mg／/dd£i A 11. 5 男 1 田代町 18日 ムンプス (-) 

B 平成元年 男 1.4 比内町 29日
両置頸下号リンこ9•細馴駈 細蛋胞糖数白 戸s M阪大MR微研 (-) 

11. 6 0-MMR 
-007 

発熱，嘔吐，頭痛

細蛋尿ア胞糖ミ数白ラーゼ 58 51331,067 畷回／／““ 
M武H0M06R 田C 平成元年 男 4 山内村 18日 (-) 

11. 7 ； 

平成元年 発熱，嘔吐，頭痛
細蛋胞糖数白 6632l,9mgmg00 //dd£ £ 

ムンプス
野（性＋株） D 11. 5 男 2 大館市 22日 武H210田

E 平成11.1元3年 男 14 神岡町 18日 発左睾熱，丸の腫脹， 圧痛 M田ム辺Uン-微プ31研ス4 （＋） 

平成元年 発熱，嘔吐，頸痛
細蛋糖胞数白 1551.57,mg2mg22 //dd£ £ 

MMR ； ＋） F 11.20 女 2 鷹巣町 25日 10 ワ チン株

平成2年 発熱けいれん
細蛋胞糖数白

5l626 mgmg//dd£ £ 武MH0M09R 田G 6.1 男 1 秋田市 7日
(-) 

平成2年 発不熱機，嫌．嘔吐食，思不振 細蛋胞糖数白 37322,2mgmg48 //d£ df 
MMR 

H 女 1 秋田市 16日 武田 (-) 
6. 1 H009 

冒ク呼糖ロール畷11／ば0805“喧.. 知／!di “ 
ムンプス

冒□□ 痛，
MU-318 

呼 2年 ； ＋） I .9 男 2 大森町 18日 直） ワチン株

C白(R血-ttP球)0土.1ステラーゼ

呼 2年 ， l嘔激吐症状，頭，痛下，痢 糖細蛋胞数白
ムンプス

J 男 2 大森町 13日 1 6o7o:mg, / “ MU-318 
(-) 

.18 de 

＊ワクチン接種後発病するまでの期間 ..症例B, I, Jは無菌性髄膜炎

症例A, C, D, F, G, Hは無菌性髄膜炎の疑い

症例Eは急性睾丸炎

チンの開発が望まれる．

VI まとめ

平成元年4月から平成2年6月現在，ムンプス単独ワ

クチンまたは MMRワクチン接種後に無菌性髄膜炎を

発症したもの3例，髄膜炎の疑いのもの6例，急性睾丸

炎1例の合計 10例についてウイルス学的検索を行なっ

た結果， 4例についてムンプスウイルス分離陽性を認め

た．そのうち髄液からの分離陽性を認めた2例は， ワク

チン株由来， 1例は，野性株由来であった．
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